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論 文 内 容 要 旨（和文） 
学位論文題名 
The Association Between Fathers’ Self-Assessment of Their Own Parenting and 







認識する自分の育児(Paternal Recognition of Paternal Parenting: PRPP)と、母親が認識する父親
からのサポート(Maternal Recognition of Paternal Support: MRPS)との一致と不一致を明らかにす
ることを目的とした。さらに、その一致・不一致と父親の実際の家事・育児時間や、背景要因との
関連を調べた。 




結果: PRPP+/MRPS+(グループ A: 427組、83.9%)、PRPP+/MRPS−(グループ B: 43組、8.4%)、
PRPP−/MRPS+(グループ C: 26組、5.1%)、PRPP−/MRPS−(グループ D: 13組、2.6%)の 4群に分け
た。グループ Aと比較して、残り 3グループの父親の家事・育児時間の中央値の殆どが短かった。
グループ Aとグループ Bとの比較では、母親の精神的健康度(Odds ratio: OR 2.64)と、母親の妊娠






(Journal of Epidemiology, 令和 2年 8月 29日公表, doi: 10.2188/jea.JE20200108.) 
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申請者は、父親が認識する自分の育児（Paternal Recognition of Paternal 
Parenting : PRPP）と、母親が認識する父親からのサポート(Paternal Recognition of 
Paternal Support : MRPS)の一致／不一致についてグループに分け、父親の実際の家
事・育児時間や両親の背景要因との関連を検討した。福島市の 4 カ月健診を受診した
児の両親 509 組を対象に、以下の 4 群に分けて検討を行った。PRPP あり/MRPS あ
り（グループ A：427 組、83.9%）、PRPP あり/MRPS なし（グループ B：43 組、8.4％）、
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